
シマ社会の新たな知の循環に向けた
奄美の集合的記憶形成に資する字誌の利活用

プロジェクトの２つの狙い

奄美群島内全域の戦後字誌の目録化

奄美群島の字誌を活用した地域学習プログラムの開発と

シマ・字の学び直しの機会創出

≪プロジェクトの成果≫
【集落・字誌を活用したシマ・字の学び直しの機会創出】

「おしえて高梨さん！～集落誌・字誌・自治体誌・郷土誌（史）の10のこと～」
第一回：2025年2月2日（日）：高梨・農中・小栗（奄美市奄美博物館）
第二回：2025年2月3日（月）：高梨・小栗（おきのえらぶ島観光協会エラブココ）

≪学習者：「奄美＜環境文化＞教育プログラム」の修了生ほか≫

集落誌・字誌・自治体誌・郷土誌（史）とは？各史・誌の違いは？史・誌の歴史とは？いつ利用する？どう利用する？執筆上の注意点は？
編纂上こころがけていることは？史・誌の価値・意義とは？史・誌を住民や行政にどう活用してもらいたい？史・誌の住民主体の共同作成にどのような可能性がある？

※「奄美群島内全域の戦後字誌の目録化」はより精緻化すべく継続課題とした。スライドは使用した講義資料の一部。

学習者のさまざまな反応

郷土誌は研究者のものではなく、未来を紐解く、観光の基本になる、など、大事な根っことなる事に気づかせていただきました。

市町村誌の存在は公になっていることも多く手に取る機会もありましたが、集落誌の存在を取り上げていただき考える事ができました。 集
落誌は「地域を知る手がかり」というと言葉が印象的です。地域を知る手がかりもなるならば、どんなものでも文化遺産としての意味がある
という事を改めて感じることとなりました。宇検村の集落誌を読み進めていますが、冊子となっていない資料についても深めていき地域の財
産として大切に扱っていきたいと思います。今回、テーマに取り上げていただきありがとうございました。

沢山の種類の誌があり、内容のあり方がわかりやすく調べてみたい分野が理解できてとても勉強になりました。

経験談は沢山あるので、機会がある時には積極的に伝えて行こうと思います。

芦花部誌を読み返すこと。部落のストーリーを説明しながらシマ歩きをすること。チャットGPTを活用してクイズ集を作ってみる。誌を読
み返すときに要約版のさらに簡易版を自分がシマ歩きをするために作ってみる。

まず、住んでいる集落の集落誌が現存しているのか、また集落誌に記されている内容はどういったものなのか興味があり早速、瀬戸内図書
館に訪ねたいと思います。専門家だけで編纂するのではなく、シマの人も一緒に作り上げるというお話を聞いてまずは自分のシマから色々情
報や映像、音声と残して行きたいと思いました。また子供達にもシマの伝統や歴史に誇りに思って欲しいと思っていたので集落誌というツー
ルを使って伝えていくのはとても良いと思いました。そのためには子供に伝えるためのリライト化が必要だと言うことも学べて良かったです。
実際集落の学校は鹿児島から赴任されている先生も多いので集落誌といったツールは先生たちにとっても集落の人や子供たちと深く関わり尊
重しあえるツールにもなりうるのだと思いました。

集落誌、郷土誌は聞いた事はありましたが字誌は初めて聞きました。名瀬市誌が部課長の必携書になっていたように、奄美市誌?が作成され
職員全体の必携書となって、高梨さんのように情熱を持ってシマ愛を語れる職員が増えるといいなぁと思いました。

現職でできることをできる範囲で続けていくことを、現在行なっていることを言語化してアウトプットできたことで、この内容でいいのか
なと考えることができた。

手持ちの集落誌を読み込んで、シマの人の話を聞きに行きたいです。
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